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別紙様式 栗生小学校 

 

令和４年度全国学力・学習状況調査の 

結果をふまえた指導改善策 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

  ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力 

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○上記のような取組みを通して、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 調査の対象 

  小学校第６学年・義務教育学校第６学年の児童 

  

３ 調査の内容 

（１）教科に関する調査（国語、算数、理科） 

 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ・児童に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

４ 調査日時 

  令和４年４月１９日（火） 

 

Ⅱ 学力調査の結果【小学校・義務教育学校前期課程】 

１ 教科に関する調査結果（平均正答率※） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均正答率とは、｢児童の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。   

 

 国語 算数 理科 

全 国 65.6 63.2 63.3 

広島県 67 64 66 

府中市 65 63 63 

栗生小学校 62 60 64 
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２ 調査問題の趣旨・内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区

分 
調査問題の趣旨・内容例 

国
語 

〇言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉える。 

〇登場人物の相互関係について、描写を基に捉える。 

〇文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける。 

〇学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う。 

算
数 

〇示された場面において、目的に合った数の処理の仕方を考察する。 

〇百分率で表された割合を分数で表す。 

〇示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解している。 

〇伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、未知の数量の求め方と答えを

記述する。 

〇正三角形の意味や性質を基に、回転の大きさとしての角の大きさに着目し、正三角形の構

成の仕方について考察し、記述する。 

理
科 

〇観察などで得た結果を、他者の気付きの視点で分析して、解釈し、自分の考えをもつこと

ができる。 

〇自分で発想した予想と、実験の結果を基に、問題に対するまとめを検討して、改善し、自

分の考えをもつことができる。 

〇実験で得た結果を、問題の視点で分析して、解釈し、自分の考えをもち、その内容を記述

できる。 

〇観察などで得た結果を、結果からいえることの視点で分析して、解釈し、自分の考えをも

つことができる。 
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３ 調査結果にみられる特徴と課題及び今後の改善策 

【国語】特徴と課題 

◇話し言葉と書き言葉との違いを理解することができる 

（本校 92.3％ 全国平均 85.5％ 全国平均比+6.8ｐ） 

◇漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くことができる 

（本校 84.6％ 全国平均 77.9％ 全国平均比+6.7ｐ） 

◆登場人物の相互関係について、描写を基に捉えることができる 

（本校 53.8％ 全国平均 70.6％ 全国平均比－16.8ｐ） 

◆学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができる 

（本校 46.2％ 全国平均 67.1％ 全国平均比－20.9ｐ） 

◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題のある点   

 

【国語】改善策 

○登場人物相互の関係に基づいた行動や会話、情景などの表現の仕方にも注意し、想像豊かに読む 

・登場人物や場面の設定などの内容面の確認をする。 

・感動、ユーモアなどすぐれた叙述、暗示性の高い表現面に着目させる。 

○学年別漢字の習得 

・文や文章を書くときに、同音異義語の指導や漢字のもつ意味を考えて使うように指導する。 

・日記や作文指導を通して、文や文章の中で漢字を使う習慣を身に付けさせる。 

 

【算数】特徴と課題 

◇示された場面を解釈し、除法で求めることができる理由を言葉と数を用いて記述できる。 

  （本校 91.7％ 全国平均 76％ 全国平均比+15.7ｐ） 

◇表の意味を理解し、全体と部分の関係に着目して、ある項目に当たる数を求めることができる。 

      （本校 100％ 全国平均 75.3％ 全国平均比+24.7ｐ） 

◆百分率で表された割合を分数で表すことができる。 

             （本校 38.5％ 全国平均 71.1％ 全国平均比-32.6ｐ） 

◆数量が変わっても割合は変わらないことを理解している。 

（本校 0％ 全国平均 21.4％ 全国平均比-21.4ｐ） 

 

【算数】改善策 

○割合と分数を結びつける 

・数直線に百分率・割合・分数が結びつくように記入させ、割合と分数が結びつくように説明させる。 

・問題場面を図に表して立式することで、比較量・基準量を明確にして考えさせる。 

○日常の場面と結び付けた問題の工夫 

・割合の学習の際に、基準量が変わっても割合は変わらない問題を作成し、ゴール問題で解かせるなど

して、日常生活と関連付ける。 
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【理科】特徴と課題 

◇メスシリンダーの正しい扱い方を身に付けている 

（本校 92.3％ 全国平均 70.0％ 全国平均比+22.3ｐ） 

◇問題に対するまとめを導きだすことができるように、実験の過程や得られた結果を適切に記録して

いる                  （本校 84.6％ 全国平均 74.4％ 全国平均比+10.2ｐ） 

◆観察などで得た結果を、他者の気付きの視点で分析して、解釈し、自分の考えをもつことができる 

             （本校 46.2％ 全国平均 65.5％ 全国平均比-19.3ｐ） 

◆自分で発想した予想と、実験の結果を基に、問題に対するまとめを検討して、改善し、自分の考えを

もつことができる           （本校 46.2％ 全国平均 62.8％ 全国平均比-16.6ｐ） 

 

【理科】改善策 

○観察などで得た結果を、他者の気付きの視点で分析して、解釈し、自分の考えをもつこと 

・実験や観察の結果を二次元の表を用いてまとめさせる。 

・班やペアで考察を交流させ、お互いの考えを分析・解釈させる活動を仕組む。 

〇予想と実験の結果を基に、問題に対するまとめを検討して、改善し、自分の考えをもつこと  

・結果の視点や予想の意図を明らかにして、課題に立ち返りながら活動を行う。 

・何がわからないのか、どんな方法で調べたらよいのか、多面的に考えさせる。 

・課題に対するまとめを、友達と相談しながら自分で書けるように指導する。 
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Ⅲ 学習状況調査の結果 

１ 学習状況調査（児童質問紙）の結果にみられる傾向 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目 

・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか   

(本校 81.3％ 全国平均 58.0％ 全国平均比+28.9ｐ) 

・新型コロナウィルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を続けることができま

したか                     (本校 87.6％ 全国平均 64.6％ 全国平均比＋20.4ｐ) 

・家で自分で計画を立てて勉強をしていますか    (本校 100％ 全国平均 74.0％ 全国平均比+26.0ｐ) 

・あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決

方法を決めていますか              (本校 93.8％ 全国平均73.4％ 全国平均比+20.4ｐ) 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも低かった項目 

・自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか     

(本校 75.1％ 全国平均 84.3％ 全国平均比-9.2ｐ) 

・人の役に立つ人間になりたいと思いますか     (本校 87.5％ 全国平均 95.5％ 全国平均比-8.0ｐ) 
 

２ 生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント 

・コミュニティ・スクールの取組みが定着し、地域のためにできることを考えている児童がとても多い。今

後も地域社会に貢献することができる児童の育成を目指す。 

・新型コロナウィルスに係る休校中に、不安を感じている児童は多かったが、ほとんどの児童が規則正しい

生活を送り、計画的に学習を進めることができたと回答している。また、家庭学習についても、全児童が

自分で計画を立てて勉強をすることができていると回答しており、自立した学習集団に育っていると考え

られる。全学年でも、自分で計画を立てて学習する習慣が身に付くよう取り組んでいく。 

・学級会に関する質問項目では、肯定的評価が高く、ほとんどが全国平均を上回っている。それらの取り組

みと学力が相乗効果をなしていると捉え、今後も、学校全体として学級活動を中心とした、自治的能力の

育成を目指す。 

・各行事や生活において、異学年の交流や地域の人のために活動する場を設定し、役割をやり遂げることが

できるよう支援していく。また、その創意工夫や努力の課程を評価する指導を学校全体で取り組み、人の

役に立つ喜びを感じることができるようにする。 

 


